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1,803,008 361,293

100,033 302,160

103,564 501

397,746 43,511

16,641 3,655

201,237 345

49,059 1,316

11,935 9,803

265

914,508 固定負債 135,179

8,016 125,349

9,830

固定資産 532,065

414,161

195,601 496,473

24,368

132,240 株主資本 1,842,749

91 150,000

12,055 1,692,749

49,517 6,600

287 1,686,149

95 300,000

95 1,386,149

117,809 評価･換算差額等 Δ4,148

50,420 Δ4,148

54,517

23,008

Δ10,136 1,838,601

2,335,074 2,335,074

科      目 金　　額 科      目 金　　額

【 資 産 の 部 】 【 負 債 の 部 】

流動資産 流動負債

現 金 お よ び 預 金 買 掛 金

受 取 手 形 未 払 金

売 掛 金 未 払 費 用

商 品 未 払 法 人 税 等

製 品 前 受 金

原 材 料 預 り 金

貯 蔵 品 そ の 他

仕 掛 品

短 期 貸 付 金

そ の 他 退 職 給 付 引 当 金

役員退任慰労引当金

土 地 利 益 準 備 金

有 形 固 定 資 産

建 物 負  債  合  計

構 築 物 【 純 資 産 の 部 】

機 械 装 置

車 両 資 本 金

工 具 器 具 備 品 利 益 剰 余 金

建 設 仮 勘 定 その他利益剰余金

無 形 固 定 資 産 別 途 積 立 金

電 話 加 入 権 繰越利益剰余金

貸 倒 引 当 金 純 資 産 合 計

資　産　合　計 負債・純資産合計

投 資 そ の 他 の 資 産

投 資 有 価 証 券 その他有価証券評価差額金

繰 延 税 金 資 産

そ の 他



個　別　注　記　表

２０１９年　４月　１日から
２０２０年　３月３１日まで

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

(ｲ) その他有価証券 
　◇時価のあるもの・・・ 決算日の市場価格等に基づく時価法(評価差額は全部純資産直入法により処理し

売却原価は移動平均法により算定）
　◇時価のないもの・・・ 移動平均法による原価法

(ﾛ) たな卸資産は、移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価の切下げの方法に
    より算定）によっている。

(2) 固定資産の減価償却の方法

  有形固定資産は定率法によっている。
  ただし、1998年４月１日以後取得の建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１日以後取得の建物附属設
備及び構築物については定額法によっている。

(3) 引当金の計上基準

(ｲ) 貸倒引当金　　・・・・・・・・ 債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、
貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討し、回収不能
見込額を計上している。

(ﾛ) 退職給付引当金　 ・・・・・ 従業員の退職給付に備えるため、退職金規程に基づく期末自己都合要支給額
の100％を計上している。

(ﾊ) 役員退任慰労引当金・・・ 役員の退任慰労金の支給に備えるため、内規に基づく期末要支給額の100％を
計上している。

(4) その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

    消費税等の会計処理 ・・・・・・税抜方式によっている。

２．株主資本等変動計算書に関する注記

当事業年度の末日における発行済株式の数 普通株式 株

３．その他の注記

記載金額は、千円未満を切り捨てて表示している。

300,000


